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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第59期

第１四半期
連結累計期間

第60期
第１四半期
連結累計期間

第59期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

営業収益 （百万円） 5,535 6,117 22,952

経常利益 （百万円） 316 302 869

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（百万円） 96 199 1,277

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 112 186 1,172

純資産額 （百万円） 24,696 25,586 25,590

総資産額 （百万円） 57,507 65,709 64,506

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 3.78 7.84 50.18

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 3.77 7.81 49.97

自己資本比率 （％） 42.9 38.9 39.6

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

３．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）第39項に掲げられた定め等

を適用し、当第１四半期連結累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益」としております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社および連結子会社）が

判断したものであります。

なお、当第１四半期連結累計期間より、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月

13日）第39項に掲げられた定め等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としており

ます。

 

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や日本銀行の金融緩和等による景気の下支え

により、引き続き緩やかな回復基調にありました。

このような状況の下、当社グループは平成26年度から平成28年度の3か年を対象とした中期経営計画の2年目とし

て、重点領域と定めている「証券業務のトータルソリューションの提供」と「会社運営の効率化ソリューションの

提供」の2つの分野において、諸施策を展開しております。主な取り組みといたしましては、株式会社野村総合研

究所と連携し、平成28年１月のマイナンバー制度（社会保障・税番号制度）の開始に備え、金融機関や事業会社向

けに顧客や従業員等のマイナンバーを安全かつ効率的に登録・管理・利用するソリューション（マイナンバー登

録・管理・利用サービス）提供の準備を進めております。

当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、営業収益は61億17百万円（前年同四半期比10.5％増）、

営業利益は2億57百万円（前年同四半期比3.8％増）、経常利益は3億2百万円（前年同四半期比4.4％減）となりま

した。なお、投資有価証券売却益を特別利益に、金融商品取引責任準備金繰入れを特別損失に計上したこと等によ

り、親会社株主に帰属する四半期純利益は1億99百万円（前年同四半期比107.7％増）となりました。

 

セグメント別の状況は、以下のとおりであります。

 

①　バックオフィス事業

バックオフィス事業におきましては、マイナンバー登録・管理・利用サービスの先行的な費用の発生もあ

り、営業収益は23億92百万円（前年同四半期比0.5％減）、セグメント損失（営業損失）は59百万円（前年同

四半期はセグメント損失（営業損失）24百万円）となりました。

 

②　ＩＴサービス事業

ＩＴサービス事業におきましては、営業収益は29億97百万円（前年同四半期比17.1％増）、セグメント利益

（営業利益）は1億42百万円（前年同四半期比10.9％減）となりました。なお、財務体質の強化等を目的に当

社保有システムの見直しを行い、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社に提供していた証券バックオ

フィスシステム（基幹系システム）を本年７月22日付で同社に譲渡いたしました。詳細につきましては、「第

４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（重要な後発事象）」に記載しております。

 

③　証券事業

証券事業におきましては、前期に比べて株式市況が堅調に推移したことにより顧客証券会社からの委託手数

料等が増加いたしました。この結果、営業収益は6億59百万円（前年同四半期比35.6％増）、セグメント利益

（営業利益）は1億22百万円（前年同四半期比318.7％増）となりました。

 

④　金融事業

金融事業におきましては、証券担保ローンの融資残高が減少したこと等により、営業収益は67百万円（前年

同四半期比19.3％減）、セグメント利益（営業利益）は44百万円（前年同四半期比21.8％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は657億9百万円で、前連結会計年度末に比べ12億3百万円増加し

ました。これは主に、信用取引貸付金が減少した一方で、現金及び預金、信用取引借証券担保金が増加したことに

よるものです。また、負債合計は401億23百万円で、前連結会計年度末に比べ12億7百万円増加しました。これは主

に、信用取引借入金が減少した一方で、信用取引貸証券受入金、短期受入保証金が増加したことによるものです。

純資産合計は255億86百万円で、前連結会計年度末に比べ4百万円減少しました。

 

(3) 事業上および財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および

新たに生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当社グループでは、ＩＴサービス事業の製品のひとつであるＤｒｅａｍシリーズの新機能に関する研究開発投資

を行い、機能充実による営業収益拡大を推進しております。

なお、当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、18百万円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 66,240,000

計 66,240,000

 

②【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成27年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成27年８月11日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,623,700 25,623,700
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100株

であります。

計 25,623,700 25,623,700 － －

（注）提出日現在の発行数には、平成27年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日（注）
73,800 25,623,700 15 8,921 15 11,744

（注）新株予約権の行使による増加であります。

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 81,100

完全議決権株式（その他） 普通株式 25,456,200 254,562 －

単元未満株式 普通株式 12,600 － －

発行済株式総数 25,549,900 － －

総株主の議決権 － 254,562 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権

10個）が含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が44株含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社だいこう証券ビジネス

東京都江東区潮見

二丁目9番15号
81,100 － 81,100 0.32

計 － 81,100 － 81,100 0.32

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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３【その他】

（１）【自己資本規制比率】

 

 
前事業年度

（平成27年３月31日）
（百万円）

当第１四半期会計期間末
（平成27年６月30日）

（百万円）

基本的項目 (Ａ) 24,999 25,281

補完的項目

その他有価証券評価差額金

（評価益）等
 522 477

金融商品取引責任準備金等  547 682

一般貸倒引当金  76 59

 計 (Ｂ) 1,146 1,218

控除資産 (Ｃ) 13,056 13,914

固定化されていない

自己資本
(Ａ)＋(Ｂ)－(Ｃ) (Ｄ) 13,089 12,586

リスク相当額

市場リスク相当額  228 185

取引先リスク相当額  566 671

基礎的リスク相当額  2,921 2,862

 計 (Ｅ) 3,715 3,719

自己資本規制比率 (Ｄ)／(Ｅ)×100  352.2% 338.4%

 

 

（２）【有価証券の売買等業務】

①　有価証券の売買の状況（証券先物取引等を除く）

イ　株券

区分 受託（百万円） 自己（百万円） 合計（百万円）

前第１四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

1,358,694 259 1,358,953

当第１四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

2,119,122 261 2,119,384

 

ロ　債券

区分 受託（百万円） 自己（百万円） 合計（百万円）

前第１四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

－ 998 998

当第１四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

－ 2,107 2,107
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ハ　受益証券

区分 受託（百万円） 自己（百万円） 合計（百万円）

前第１四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

56,129 － 56,129

当第１四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

117,922 － 117,922

 

ニ　その他

区分 指標連動証券（百万円） 新株予約権証券（百万円） 合計（百万円）

前第１四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

147 7 154

当第１四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

2,544 0 2,545

 

（受託取引の状況）　　上記のうち受託取引の状況は、次のとおりであります。

区分 指標連動証券（百万円） 新株予約権証券（百万円） 合計（百万円）

前第１四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

147 7 154

当第１四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

2,544 0 2,545

 

②　証券先物取引等の状況

イ　株式に係る取引

区分
先物取引 オプション取引

合計（百万円）
受託（百万円） 自己（百万円） 受託（百万円） 自己（百万円）

前第１四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

305,863 － 1,561,631 － 1,867,495

当第１四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

678,822 － 2,195,981 － 2,874,804

 

ロ　債券に係る取引

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）および第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,205 13,153

預託金 889 893

営業貸付金 10,769 8,570

信用取引資産 16,764 16,695

信用取引貸付金 8,468 5,825

信用取引借証券担保金 8,295 10,870

たな卸資産 28 63

営業未収入金 2,423 2,506

有価証券 203 203

短期差入保証金 7,754 7,976

その他 1,725 3,140

貸倒引当金 △89 △60

流動資産合計 52,674 53,142

固定資産   

有形固定資産 1,074 1,071

無形固定資産   

ソフトウエア 6,710 7,229

その他 1,275 1,704

無形固定資産合計 7,985 8,934

投資その他の資産   

投資有価証券 1,288 1,074

その他 1,502 1,515

貸倒引当金 △19 △28

投資その他の資産合計 2,771 2,561

固定資産合計 11,831 12,567

資産合計 64,506 65,709
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

短期借入金 10,645 10,645

1年内返済予定の長期借入金 333 333

信用取引負債 12,314 12,417

信用取引借入金 2,315 288

信用取引貸証券受入金 9,998 12,129

有価証券担保借入金 － 51

有価証券貸借取引受入金 － 51

営業未払金 600 777

未払法人税等 59 40

短期受入保証金 8,676 8,992

賞与引当金 417 221

その他 2,569 3,229

流動負債合計 35,615 36,709

固定負債   

長期借入金 1,333 1,250

退職給付に係る負債 1,233 1,254

その他 185 226

固定負債合計 2,752 2,730

特別法上の準備金   

金融商品取引責任準備金 547 682

特別法上の準備金合計 547 682

負債合計 38,915 40,123

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,906 8,921

資本剰余金 11,367 11,383

利益剰余金 4,863 4,872

自己株式 △54 △54

株主資本合計 25,083 25,123

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 468 453

土地再評価差額金 △0 △0

退職給付に係る調整累計額 △15 △13

その他の包括利益累計額合計 452 439

新株予約権 54 23

純資産合計 25,590 25,586

負債純資産合計 64,506 65,709
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

営業収益 5,535 6,117

営業費用 3,767 4,142

営業総利益 1,768 1,975

一般管理費 1,520 1,717

営業利益 248 257

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 46 38

その他 21 6

営業外収益合計 68 45

営業外費用   

その他 0 0

営業外費用合計 0 0

経常利益 316 302

特別利益   

投資有価証券売却益 1 34

特別利益合計 1 34

特別損失   

金融商品取引責任準備金繰入れ 109 135

その他 19 －

特別損失合計 128 135

税金等調整前四半期純利益 189 201

法人税、住民税及び事業税 24 14

法人税等調整額 68 △13

法人税等合計 92 1

四半期純利益 96 199

親会社株主に帰属する四半期純利益 96 199
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益 96 199

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 16 △14

退職給付に係る調整額 0 1

その他の包括利益合計 16 △13

四半期包括利益 112 186

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 112 186
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【注記事項】

（追加情報）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）第39項に掲げられた定め等を適

用し、四半期純利益等の表示の変更および少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当

該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間および前連結会計年度については、四半期連結財務諸

表および連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）およびのれんの償却額は、

次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日）

減価償却費 591百万円 785百万円

のれんの償却額 14　〃 14　〃

 

（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月20日
定時株主総会

普通株式 190 7.5 平成26年３月31日 平成26年６月23日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月18日
定時株主総会

普通株式 191 7.5 平成27年３月31日 平成27年６月19日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

 
バック
オフィス

ＩＴ
サービス

証券 金融 計

営業収益        

外部顧客への営業収益 2,405 2,560 486 84 5,535 － 5,535

セグメント間の内部
営業収益又は振替高

34 73 － － 108 △108 －

計 2,440 2,633 486 84 5,644 △108 5,535

セグメント利益
又は損失（△）

△24 160 29 56 221 26 248

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額26百万円には、セグメント間取引消去26百万円が含まれてお

ります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

 
バック
オフィス

ＩＴ
サービス

証券 金融 計

営業収益        

外部顧客への営業収益 2,392 2,997 659 67 6,117 － 6,117

セグメント間の内部
営業収益又は振替高

28 76 － － 104 △104 －

計 2,420 3,074 659 67 6,222 △104 6,117

セグメント利益
又は損失（△）

△59 142 122 44 249 7 257

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額7百万円には、セグメント間取引消去7百万円が含まれており

ます。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額および算定

上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 3円78銭 7円84銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万円） 96 199

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
96 199

普通株式の期中平均株式数（千株） 25,457 25,498

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 3円77銭 7円81銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 84 87

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計

年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

重要な資産の譲渡

当社は、平成27年６月４日開催の取締役会において、固定資産を譲渡することを決議し、平成27年７月22日付

で当該資産を譲渡いたしました。

 

１．譲渡の理由

当社財務体質の強化等を目的に当社保有システムの見直しを行った結果、現在三菱ＵＦＪモルガン・スタン

レー証券株式会社に提供している証券バックオフィスシステム（基幹系システム）を同社に譲渡いたしまし

た。

 

２．譲渡の内容

資産の種類 ： ソフトウエア

資産の内容 ： 証券バックオフィスシステム（基幹系システム）

譲渡価額 ： 6,952百万円

帳簿価額 ： 6,795百万円

譲渡益 ：  157百万円

 

３．譲渡した相手先の名称

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社

 

４．日程

取締役会決議日 ： 平成27年６月４日

契約締結日 ： 平成27年６月５日

資産譲渡日 ： 平成27年７月22日

 

５．損益に与える影響額

本譲渡に伴い、平成28年３月期の第２四半期連結会計期間において、固定資産売却益157百万円を特別利益

として計上する見通しであります。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月11日

株式会社だいこう証券ビジネス

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 草　　加　　健　　司　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 立　　石　　康　　人　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社だいこ

う証券ビジネスの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成27年４月

１日から平成27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社だいこう証券ビジネス及び連結子会社の平成27年６月30日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

強調事項

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成27年６月４日開催の取締役会において、固定資産を譲渡すること

を決議し、平成27年７月22日に譲渡を完了している。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
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利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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